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評価結果の総合所見 

本課題は、単一光子源(SPS)として SiC 基板と表面酸化膜間の MOS 界面に現れるカラーセンタに着

目し、その構造と物性の詳細を把握するとともに、表面 SPS の形成条件を確立し、LED や MOSFET 等

のデバイス内部に表面 SPS を単独に形成する手法の開発を目指すものである。 

概ね目標を達成し、次の研究開発フェーズ移行に必要な成果が得られた。今後の取り組み次第で

は十分に企業との共同研究に繋がる可能性がある。 

外部協力機関のイオン注入装置が使えない状況となり、目標に掲げた電流注入型単一光子発光素

子は実証できなかったが、超低蛍光透明導電膜を用いた MOS デバイスにて単一光子発光を電界で

on/off 制御できることを実証できた点は、応用上の大きな進歩といえる。今後は、電流注入励起の素

子動作実証や単一光子生成レート等の評価を早急に進め、わが国独自の技術として、確立を目指す

ことが期待される。 
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